
総
務
常
任
委
員
会

委員長
　粳田平一郎
副委員長
　柿沼　綾子
委員
　金子喜美子
　小暮ちえ子
　田中　輝好
　小林　　猛
　明堂　純子

建
設
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　冨田　雅寿
副委員長
　巴　　高志
委員
　岩崎　信裕
　早野　　清
　林　　富司
　青木　清志
　山口　　薫

　
本
年
、
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員
会

で
審
査
さ
れ
た
14
議
案
の
う
ち
、
主
な
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
本
庄
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例

問
：
今
回
の
行
政
不
服
審
査
会
と
従
来
の
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
は
、
ど
う
い
う
と
こ

ろ
が
変
わ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
：
こ
れ
ま
で
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
で
は
、
情
報
公
開
や
個
人
情
報
に
係
る
処
分

に
対
す
る
審
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

設
置
す
る
行
政
不
服
審
査
会
は
、
不
服
申
立
手
続

が
審
査
請
求
に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
情
報
公
開
等
に
係
る
処
分
も
含
め
、

審
査
請
求
に
つ
い
て
、
市
長
の
裁
決
の
公
正
性
を

高
め
る
た
め
、
調
査
審
議
を
行
う
機
関
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

○
平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

問
：
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
１
４
５
６
万
円
を

ど
う
い
う
も
の
に
使
う
の
か
伺
い
た
い
。

答
：
こ
の
交
付
金
の
目
的
は
、
し
ご
と
創
生
、
地

方
へ
の
人
の
流
れ
、
働
き
方
改
革
、
ま
ち
づ
く
り

に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
す
。
本
市
で
は
、
そ
の

中
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て
、
観
光
関
係

を
主
に
、
絹
産
業
関
連
遺
産
等
の
調
査
・
整
備
や

観
光
案
内
板
等
の
整
備
を
行
お
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
予
算

問
：
婚
姻
や
出
生
の
記
念
品
と
し
て
広
報
を
贈
呈

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う

こ
と
か
伺
い
た
い
。

答
：
婚
姻
届
や
出
生
届
を
提
出
さ
れ
た
方
に
記
念

写
真
の
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
記
念
日

の
月
の
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
の
表
紙
写
真
を
記
念
写

真
に
入
れ
替
え
て
、
記
念
品
と
し
て
贈
呈
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
：
埼
玉
県
衛
星
系
防
災
行
政
無
線
再
整
備
に
つ

い
て
、
詳
し
く
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
。

答
：
埼
玉
県
の
防
災
行
政
無
線
に
は
、
地
上
系
と

衛
星
系
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
衛
星

系
の
防
災
行
政
無
線
が
15
年
経
過
し
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
県
内
で
平
成
27
・

28
年
の
２
ヵ
年
で
、
受
信
機
等
を
交
換
す
る
も
の

で
、
本
庄
市
は
、
平
成
28
年
度
に
新
し
い
も
の
と

交
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
４
月
か
ら
始
ま
る
平
成
28
年

度
の
予
算
と
、
そ
の
ほ
か
に
市
道
路
線
の
廃
止
と

認
定
、
平
成
27
年
度
の
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
と
認
定

　
今
回
は
、
６8
路
線
の
廃
止
と
7６
路
線
の
認
定
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
宅
開
発
や
児
玉
南

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
、
以
前
あ
っ
た
道

路
を
廃
止
し
、
新
し
く
造
っ
た
道
路
を
市
道
と
し

て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
当
委
員
会
で
は
現
地
に

行
き
、
担
当
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、
全
て
の
路

線
に
つ
い
て
廃
止
と
認
定
を
認
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
住
宅
開
発
や
区

画
整
理
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
住
宅
が
で
き
、

人
口
増
加
に
も
つ
な
が

る
こ
と
な
の
で
、
新
し

く
暮
ら
す
方
々
の
生
活

道
路
が
不
便
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
や

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
、
土
地
改
良

推
進
事
業
等
、
予
算
を
減
額
す
る
も
の
が
多
く
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
予
算
に
余
り
が
生
じ
た
の

か
、
担
当
職
員
よ
り
説
明
し
て
も
ら
い
内
容
を
確

認
し
、
全
て
提
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
ま
し
た
。

○
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
予
算

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
担
当
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
た
後
、
特
に
前
年
度
や
例
年
と
比
べ
多

く
な
っ
た
予
算
や
、
初
め
て
提
案
さ
れ
た
事
業
等

に
つ
い
て
質
疑
し
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
で
主
な
質
疑
・
説
明
の
み
紹
介
し
ま
す
。

　
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
を
増
額
し
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
は
に

ぽ
ん
を
支
援
し
て
も
ら
い
、
本
市
の
知
名
度
を
上

げ
る
た
め
に
使
っ
て
も
ら
う
」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
公
園
等
の
指
定
管
理
委
託
料
が
増

加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
人
件
費
の
高
騰
が

大
き
い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

  

採
決
の
結
果
、
全
て
提
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
し
ま
し
た
。
当
委
員
会
で
審
査
し
た
も

の
で
、
特
に
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
に
は
左

記
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

　
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
、
集
団
資
源
回
収
事
業
、

資
源
ご
み
分
別
回
収
事
業
、
生
活
排
水
処
理
施
設

設
置
補
助
事
業
、
環
境

調
査
分
析
事
業
、
観
光

振
興
計
画
策
定
業
務
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事

業
、
道
路
改
良
事
業
、

橋
梁
修
繕
事
業
、
公
園

整
備
事
業
等
。
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〈その他予算化された主な事業〉
◎消防ポンプ車２台の入れ替え
◎消防団員へ救助用編みあげ半長
　靴の貸与
◎LED防犯灯3800本の交換

市道(児玉南土地区画整理)

衛星系防災行政無線

資源ごみ分別回収



厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　広瀬　伸一
副委員長
　清水　達夫
委員
　清水　静子
　堀口伊代子
　柿沼　光男
　町田美津子
　高橋　和美

17
号
バ
イ
パ
ス
及
び
幹
線
道
路

整
備
対
策
特
別
委
員
会

委員長
　林　　富司
副委員長
　堀口伊代子
委員
　巴　　高志
　清水　静子
　冨田　雅寿
　粳田平一郎
　高橋　和美
　青木　清志

　
３
月
１
日
・
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
議
案
１０
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
庄
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
設
置

　
条
例

問
：
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
で
は
、

地
方
自
治
体
の
責

務
と
し
て
、
い
じ

め
防
止
基
本
方
針

等
の
計
画
の
策
定

が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
条
例
と

の
関
連
性
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。　
　

答
：
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
等
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
で
連
携
し

て
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
条
例
で
設
置

す
る
協
議
会
等
の
委
員
に
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
平
成
２７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　
算

問
：
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
増
額
に
関
し
て
、

療
養
給
付
費
と
高
額
療
養
費
の
増
加
の
原
因
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
：
原
因
に
つ
い
て
は
分
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
昨
年
度
に
承
認
さ
れ
た
Ｃ
型
肝
炎
の
新
薬

に
よ
る
治
療
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
原
因
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
平
成
２８
年
度
本
庄
市
一
般
会
計
予
算

問
：
新
規
事
業
の
、
ほ
ん
じ
ょ
う
健
康
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
２４
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
：
ほ
ん
じ
ょ
う
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
２４
で
は
、

２４
時
間
い
つ
で
も
電
話
相
談
が
で
き
ま
す
。
本
庄

市
分
と
し
て
割
り
あ
て
ら
れ
た
専
用
回
線
に
電
話

し
て
い
た
だ
く
と
、

医
師
、
看
護
師
な
ど

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

相
談
内
容
に
応
じ
て

対
応
し
ま
す
。
内
容

と
し
て
は
、
救
急
医

療
、
子
育
て
、
介
護

な
ど
、
幅
広
く
相
談

を
受
け
る
こ
と
を
想

定
し
て
お
り
ま
す
。

問
：
小
学
校
施
設
整
備
事
業
に
関
し
て
、
小
学
校

の
ト
イ
レ
改
修
の
予
定
を
伺
う
。

答
：
来
年
度
か
ら
、
ト
イ
レ
の
大
規
模
改
修
を
進

め
る
予
定
で
す
。
平
成
２８
年
度
は
、
ま
ず
児
玉
小

学
校
に
つ
い
て
ト
イ
レ
改
修
の
設
計
業
務
を
委
託

し
、
平
成
２９
年
度
に
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。
順
次
、
各
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
を
進

め
る
計
画
で
す
。

【 

目
　
的 

】

　
本
特
別
委
員
会

は
、
平
成
４
年
１２

月
議
会
に
お
い
て

設
置
さ
れ
、
国
道

１７
号
バ
イ
パ
ス
及

び
幹
線
道
路
の
整

備
を
目
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

【 

現
　
状 

】

　
１７
号
バ
イ
パ
ス
は
、
平
成
２１
年
２
月
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
、
埼
玉
県
深
谷
市
岡
か
ら
群
馬
県
高

崎
市
新
町
ま
で
の
、
１３
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
バ

イ
パ
ス
と
す
る
計
画
で
す
。
こ
の
道
路
は
、
本
庄

市
及
び
周
辺
地
域
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
交
通
事

故
の
発
生
防
止
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保

等
、
地
域
の
経
済
的
自
立
と
活
性
化
の
た
め
、
本

庄
市
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
道
路
で
す
。

　
現
在
、
本
庄
市
沼
和
田
か
ら
高
崎
市
新
町
間
の
、

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
国
道
４
６
２
号
か
ら
東
の
深
谷

市
岡
ま
で
の
６
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
事
業
化
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
未
事

業
化
区
間
の
事
業
化
も
あ
わ
せ
て
、
予
算
獲
得
に

向
け
て
本
庄
市
議
会
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
本
庄
市
に
と
っ
て
悲
願
で
あ

り
、
早
期
実
現
、
早
期
開
通
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
埼
玉
県
側
で
は
、
用
地
買
収
の
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【 

活
動
内
容 

】

　
特
別
委
員
会
で
は
、
定
例
会
ご
と
に
要
望
活
動

等
を
し
て
お
り
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
や
現

地
視
察
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
訪
問
先
は
、

埼
玉
県
県
土
整
備
部
、
大
宮
国
道
事
務
所
、
関
東

地
方
整
備
局
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
自
由
民

主
党
埼
玉
県
支
部
連
合
会
及
び
自
由
民
主
党
本
部
、

並
び
に
公
明
党
埼
玉
県
本
部
で
す
。

　
去
る
３
月
７
日
、
政
権
与
党
で
あ
る
公
明
党
埼

玉
県
本
部
、
自
由
民
主
党
本
部
へ
の
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
公
明
党
埼
玉
県
本
部
で
は
、
西
田

実
仁
代
表
に
、
ま
た
、
自
由
民
主
党
本
部
で
は
、

下
村
博
文
副
幹
事
長
に
応
対
し
て
い
た
だ
き
、
１７

号
バ
イ
パ
ス
の
現
状
を
訴
え
、
一
日
も
早
い
開
通

を
目
指
し
て
、
現
区
間
へ
の
予
算
の
確
保
、
ま
た

未
事
業
化
区
間
の
早
期
の
事
業
化
に
つ
い
て
強
く

要
望
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
、

未
事
業
化
区
間
の
事
業
化
と
と
も
に
予
算
の
獲
得

を
目
指
し
、
市
議
会
一
丸
と
な
っ
て
、
関
係
機
関

へ
積
極
的
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

※
平
成
２８
年
度
、

国
道
１７
号
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て
、
国

の
予
算
と
し
て
総

額
１１
億
５
０
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
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公明党　埼玉県本部

自由民主党　総裁応接室


